
  
 

 

第
五
十
九
号 

  
発行日：令和元年１１月 1 日 

～資産税耳より情報～ 
 

発  行  元： 税理士法人  のぞみ  
 相 続 手 続 そ う だ ん 室 

TEL：０２６３-３２-４７３７ 
TEL：０２６３-３２-８６００ 

長 野 県 松 本 市 城 西 ２ － ５ － １ ２ 
h t t p : / / n o z o m i - t a x . j p / 

 

 平成 30 年 1 月 1 日以降に契約者変更があった場合に、「生命保険等の異動に関する調

書」が生命保険会社から税務署へ提出されることになったのをご存知ですか？ 

 これにより、保険契約者が死亡したために契約者変更した場合には「解約返戻金相当額」

が、死亡以外で契約者の変更があった場合には、「保険金の支払い時に契約者の払い込み保

険料」が支払調書に記載されるようになりました。 

 今回は、生命保険の契約者が保険期間の途中で変更となった場合に、どのような課税がさ

れるのかについて取り上げます。 

＜契約者を変更することにより、適用される税金が変わります＞ 
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 契約者変更の例  変更 
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●変更前の課税関係              ●変更後の課税関係                                
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 契約者を変更した時点で課税されることはありませんが、保険金を受け取る時には、 

変更前の契約者と変更後の契約者でそれぞれ分けて課税されることになります 

 尚、契約者の死亡による契約者変更の場合は、保険契約の権利を相続人が引き継ぐことと

なり、「生命保険契約に関する権利」として、契約者が死亡した時点での解約返戻金相当額

が相続財産として相続税の対象となります。 

 生命保険に加入する際は、契約者、被保険者、受取人を誰にするのかにより、課税関係が

変わってきますので、受取時の税金が安くなるように考えて加入されることをおすすめし

ます。 


